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〇短期大学制度発足（Ｓ２５年）の趣旨
「実際的な専門職業に重きを置く大学教育」
「良き社会人を育成」
「一般教育と職業に必須な専門教育」
「大学教育の普及と成人教育の充実」

〇短期大学制度の恒久化（Ｓ３９年）
学校教育法第１０８条
「(大学の目的に代えて）、深く専門の学芸を教授研
究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成するこ
とを主な目的とする」 「修業年限を２年又は３年とす
る」 「学科を置く」 「夜間、通信の学科を置くことが
できる」 「大学に編入学することができる」

〇学位授与機関の認定（Ｈ１７年）
中教審「将来像答申」により短期大学士の学位授与

短期大学制度

3



〇高度成長期には女子に適した大学として発展
高等教育の普及に貢献

〇学生数のピークは、平成５年の５３万人
昭和３５年から平成７年まで高等教育機関入学者
の約２割は短大生

〇９０年代半ば以後の１８歳人口の減少
〇女子の四年制大学志向

・最大５９８校（Ｈ８）
・現在３３７校（Ｈ２９）
・募集停止短大の増加

短期大学の歩み
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短期大学は二年制・三年制の大学で短期大学士の学位授与機関

○教養教育・職業教育の適度なバランス
○少人数制のきめ細かい学生支援
○四年制大学への編入
○私立の短期大学が多い
○自己点検・評価
○機関別認証評価（教育の質保証）

○全国に点在・中小都市にも多い
○地域からの入学者・地域での就職者が多い（約７割）
○女子の短期の高等教育機関として貢献（約９割）
○修業年限が短期のため学費負担が低廉
○地域の活性化のために積極的に地域貢献
○免許・資格を有する専門職業人養成（例：幼稚園教諭・保育士）

短期大学の特色
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○短期大学の高等教育機関としての位置付け（国際通用性）
Higher Education と Post Secondary
短期大学士→学士→修士→博士（学位の明確化）
短期大学・専門職短期大学と専門学校のあり方

○「人生１００年時代構想」への対応
若者のみならず高齢者のアクセスしやすい短期大学

○二年制の強みを生かした行政機関・企業と短期大学の連携
○教育による地域貢献を通し「地方創生」に寄与する
地方における高等教育機関としての短期大学
全ての国民に高等教育の機会を与える担い手

○少子化対策に必要な「保育士・幼稚園教諭」養成の担い手
国・地方公共団体との連携した子育てのあり方

○高齢者社会に対応した介護人材の育成

○国として地方の短期大学を意識した私学助成
地方の小規模校が将来にわたっても存続できる政策が必要

短期大学の将来構想

6


